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効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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最大財産P: 残り財産P：

貝沢 煌雪/かいざわ こうせつ
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吸血鬼
牡丹（ぼたん）／シナリオ
所属セルMassimo Amore

血

慈愛
幸福感
執着

不安
不安
偏愛

思い出の一品
コネ：FH幹部

6 3

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ブラム

鮮血の鎖

拘束する大地

要の陣形
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非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv

射撃攻撃を行う、命中した場合、対象が次に行う判定C値+1される、このエフェクトを組み合わせた攻撃で、対象にHPダメージを与える事は出来ない

射撃攻撃を行う、命中した場合そのR間、対象が行う判定のダイスをｰ[Lv+2]個する、このエフェクトを組み合わせた攻撃で対象にダメージを与えることはできない

このエフェクトを組み合わせた行動の対象を3体に変更、このエフェクトは1シナLv回

対象の戦闘不能を回復、HPを[Lv×5]まで回復、1シーン1回

対象が攻撃の判定を行った直後に使用、その判定の達成値をｰ[Lv×5]（最低1）する、1シナ1回まで

あなたが、そのR中に行う<RC>を使用した判定のダイスを+Lv個する

領域内に誰も知らない近道を形成する、必要なら<RC>判定

血や体液からその主の情報を読み取る（性別、年齢、その時抱いていた感情など）必要なら<知覚>判定

オルクス×ブラム=ストーカーのクロスブリード
デバッファーであり攻撃手段を持たないオーヴァード

北国出身の青年で自然と覚醒したと思われる
どこで感染し吸血鬼の能力を持ったかは本人にもわかっておらず、ある時より無償に血を欲するようになり
生肉などの血をすすっていた
物足りなくなり、相手の体調に影響が出ない程度の血を求めるようになったが
その様子に家族は困惑、忌み嫌われるようになってしまった為自ずと家を出た

その後は北国でとあるFHセルに所属して活動していたが、訳あってそのセルは解散
元々居場所がない煌雪に、その時偶然居合わせた愛染タケル（現セルリーダー）が声をかけ
以降Massimo Amore／マッシモアモーレ　セルに所属している

Massimo Amoreは表向きは小さな診療所として活動、裏社会やFHのオーヴァード達の治療にあたるセルであり
セルリーダーは「決して誰も死なせない」「死の概念を取り去ろう」とする強い欲望を持った人物
医療に特化したセルでもある為、煌雪への理解もあり輸血パックの提供もあるので非常に過ごしやすい場所となっている
この居場所を失わない為、もとより医療の知識をかじっていたこともあり、
現在のセルの方針に従い、人を「決して殺さない」「死なせない」という考えを貫き通している
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